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３
５
０
年
の
時
を
経
て

　
　
　

伊
万
里
の
海
か
ら
新
た
な
う
ね
り
が

伊万里港開港40周年

■
港
と
と
も
に
あ
っ
た
伊
万
里
の
歴
史

　

伊
万
里
港
は
、
静
穏
な
海
域
を
有
す
る
天
然
の
良
港
で
、
古
く

か
ら
大
陸
貿
易
の
基
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
１
６
４
０
年
代
か
ら
『
古
伊
万
里
』
の
積
出
港
と

し
て
栄
え
、
大
正
時
代
以
降
の
石
炭
産
業
最
盛
期
は
石
炭
の
積
出

港
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
は
、
木
材
企
業
が
相
次
い
で
進
出
し
、
原
木
の
輸

入
が
活
発
に
な
り
、
伊
万
里
港
は
木
材
港
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
40
年
代
後
半
か
ら
七
ツ
島
工
業
団
地
や
伊
万
里
団
地

の
造
成
が
行
わ
れ
臨
海
工
業
団
地
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
代
に
な
る
と
、
海
洋
開
発
研
究
の
場
と
し
て
も
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
の
時
代
を
迎
え
る
と
水
産
加
工
企
業

が
進
出
。
開
港
30
年
を
迎
え
た
平
成
９
年
に
は
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
完
成
し
、
４
月
か
ら
韓
国
釜
山
港
と
の
間
に
定
期
コ
ン

　

ア
ジ
ア
に
向
か
っ
て
躍
進
す
る
伊
万
里
港
。

　

今
年
は
、
伊
万
里
港
が
開
港
指
定
を
受
け
て
40
周
年
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
九
州
第
３
位
の
貨
物
取
扱
量
を
誇
る
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
開
設
さ
れ
て
10
周
年
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

人
が
行
き
来
し
た
中
国
大
連
市
と
の
交
流
が
始
ま
っ
て
20
周
年
と

な
る
記
念
の
年
で
す
。

　

遠
く
江
戸
時
代
、
焼
き
物
積
出
し
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
そ
の
名

を
と
ど
ろ
か
せ
た
伊
万
里
の
名
は
、
３
５
０
年
の
時
を
経
て
、
今

再
び
新
た
な
う
ね
り
と
な
っ
て
世
界
へ
は
ば
た
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新海流 IMARI' 2007
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テ
ナ
船
が
就
航
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
国
大
連
・
青
島
航
路
、

上
海
航
路
、
華
南
ラ
ウ
ン
ド
航
路
が
開
設
さ
れ
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物

の
取
扱
量
は
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
隆
盛

　

伊
万
里
港
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
取
扱
量
は
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
開
設
さ
れ
た
平
成
９
年
か
ら
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
平
成
15
年
か
ら
16
年
に
か
け
て
、
中
国
航
路
が

相
次
い
で
開
設
さ
れ
急
激
な
伸
び
を
示
し
、
平
成
17
年
に
は
貨
物

取
扱
量
が
博
多
港
、
北
九
州
港
に
次
ぐ
九
州
第
３
位
へ
躍
進
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
18
年
に
は
年
間
取
扱
量
が
３
万
本
を
超
え
、

こ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
輸
入
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
順
調
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
す
が
、
取
扱
量
の
９
割
以
上
を
輸
入
が
占
め
、、
今
後
は
輸
出

の
増
加
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ア
ジ
ア
に
近
い
と
い

う
地
理
的
優
位
性
を
活
用
し
、
諸
外
国
と
の
新
規
航
路
の
開
設
や

輸
出
方
企
業
の
立
地
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
型
船
に
対

応
で
き
る
港
湾
の
整
備
や
高
速
交
通
網
の
整
備
な
ど
課
題
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
西
に
広
が
る
発
展
の
可
能
性

　

現
在
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
高
度
経
済
成
長
の
中
に
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
中
国
は
、
モ
ノ
を
作
る
世
界
の
工
場
か
ら
モ
ノ
が
集
ま

る
世
界
の
市
場
と
し
注
目
さ
れ
、
今
後
の
世
界
経
済
を
動
か
し
て

い
く
『
核
』
と
し
て
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

世
界
が
注
目
し
て
い
る
ア
ジ
ア
の
経
済
。
そ
の
ア
ジ
ア
に
一
番

近
い
伊
万
里
港
は
、
日
本
の
西
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
港
で
す
。
地
域
最
大
の
資
源
で
あ
る
伊

万
里
湾
を
活
用
し
、
再
び
こ
の
伊
万
里
港
か
ら
『
伊
万
里
焼
』
さ

ら
に
は
、『
伊
万
里
梨
』
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
も
開
始

さ
れ
て
お
り
、
伊
万
里
の
将
来
に
大
き
な
発
展
の
可
能
性
が
見
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。

ＬＯＯＫ ＷＥＳＴ !!

西を見れば
新たな発展の可能性が…

※

※ TEU とは、長さ 20 フィートのコンテナに換算した貨物量

高雄

基隆
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伊
万
里
港
は
、
石
炭
産
業
の
衰

退
と
と
も
に
、
合
板
工
場
や
名
村

造
船
所
が
誘
致
さ
れ
、
昭
和
54
年

に
は
木
材
輸
入
の
最
盛
期
を
迎
え

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
９
年
に
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
開
設
さ
れ
、
現

在
で
は
、
中
国
、
韓
国
な
ど
４
航

路
を
有
し
、
九
州
３
位
の
コ
ン
テ

ナ
取
扱
量
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
伊
万
里
港
は
東
ア
ジ
ア

の
玄
関
口
と
し
て
、
輸
出
入
と
も

に
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
神
戸
の

街
が
港
か
ら
発
展
し
た
よ
う
に
、
伊

万
里
の
街
も
十
分
に
発
展
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
貨
物
の
集
荷
や
新
規
航
路

の
開
拓
と
合
わ
せ
、
港
の
整
備
を

早
期
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
き

な
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

中
国
・
大
連
市
と
は
海
を
隔
て

た
外
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
当

に
近
い
お
友
だ
ち
と
い
う
関
係
に

あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
先
輩
諸
氏
が
両
市
の
間

を
行
き
来
さ
れ
、
市
政
府
と
の
関

係
は
も
と
よ
り
、
農
業
、
教
育
、

文
化
な
ど
様
々
な
分
野
で
深
い
絆

き
ず
な

を
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
お
か
げ

で
す
。
こ
の
人
脈
と
い
う
財
産
は
、

伊
万
里
が
他
の
地
域
に
比
べ
誇
る

こ
と
が
で
き
る
優
位
性
で
す
。

　

今
後
は
こ
の
良
好
な
関
係
を
、

も
っ
と
太
い
パ
イ
プ
に
し
て
い

き
、
経
済
的
に
も
強
い
結
び
つ
き

を
作
っ
て
、
今
以
上
交
流
の
幅
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
伊
万
里
市
発
展
の
カ

ギ
を
握
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
子
化
で
日
本
の
木
材
需
要
は

今
後
減
少
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
山
は
あ
る
一
定
周
期
で
伐
採
、

植
林
を
続
け
て
い
か
な
い
と
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
す
る
と
い
う
機
能
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
木
材
需
要
が
減
り
続
け

れ
ば
、
山
の
木
は
手
付
か
ず
状
態

に
な
り
ま
す
。
環
境
面
か
ら
ま
た

林
業
振
興
の
面
か
ら
も
新
た
な
市

場
の
開
拓
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
目
を
向
け
た
の
が
経
済

成
長
著
し
い
中
国
で
す
。
九
州
各

地
か
ら
国
産
材
を
集
め
、
製
材
加

工
を
し
て
コ
ン
テ
ナ
で
中
国
へ
輸

出
す
る
。
こ
の
一
連
の
事
業
展
開

を
考
え
た
時
に
『
港
が
あ
る
、
中

国
に
近
い
』
と
い
う
伊
万
里
は
、

絶
好
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
と
言

え
ま
す
ね
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
01

伊
万
里
港
�0
年
の
歴
史
と
今
後
の
可
能
性

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
0�

大
連
と
の
友
好
交
流
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
0�

中
国
市
場
を
に
ら
ん
だ
伊
万
里
の
優
位
性

 

 

伊
万
里
港
開
港

 
 

40
周
年
記
念
事
業

●
五
感
体
験

　
『
伊
万
里
み
な
と
祭
り
』

　

伊
万
里
の
海
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
、
色
々
な
体
験
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期　

日

　

９
月
�9
日
（
土
）・
�0
日
（
日
）

●
大
連
市
と
の

　
『
友
好
交
流
都
市
締
結
』

　

中
国
大
連
市
と
の
交
流
が
始
ま

っ
て
20
周
年
。
友
好
交
流
都
市
締

結
に
合
わ
せ
、
大
連
訪
問
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
す
。

▽
期　

間

　

11
月
��
日（
木
）〜
�5
日（
日
）

●
伊
万
里
焼
の

　
『
海
外
常
設
展
示
』

　

伊
万
里
焼
を
通
じ
て
、
伊

万
里
の
魅
力
を
P
R
す
る
た

め
、
大
連
市
内
に
あ
る
高
級

ホ
テ
ル
に
伊
万
里
焼
の
常
設

展
示
を
行
い
ま
す
。

▽
時　

期

　

11
月
初
旬
か
ら
常
設

久原工業倶楽部会長

今泉　清美　さん

伊万里市日中友好協会

塚部　芳和　会長

中国木材㈱伊万里事業所所長

藤村　要　さん

神
戸
の
街
が

港
か
ら

発
展
し
た
よ
う
に

20
年
間
の

ネ
�
ト
ワ
�
ク
を

基
盤
に

さ
ら
な
る
交
流
を

中
国
市
場
を

に
ら
ん
だ
ら

伊
万
里
は
絶
好
の

ポ
ジ
シ
�
ン

新海流 IMARI' 2007
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★期 日 ９月 �9 日 ㊏
【メーン会場】❶（数字は会場）

▶オープニングセレモニー、記念植樹など　10：00 〜
▶自衛隊久留米駐屯地音楽部コンサート　　11：30 〜
▶伊万里みなとよさこい大会　　　　　　　13：30 〜

【その他の会場】　10：00 〜終日

○物産展❶　○フリーマーケット・カブトガニの展示❷

○波多津みなと祭り❹

　（ろこぎレース & 体験・海鮮バーベキュー）

○企業 PR コーナー・大連との友好歴史展❻

○大凧係留❸　○ケーソンお絵描き大会❺

○自衛隊掃海艇体験航海❺

　（① 10：30 〜　② 13：30 〜　③ 15：30 〜）

▶名村造船所工場見学会　　　　　10：00 〜 16：00

▶コンテナターミナル見学会　　　13：30 〜 16：00

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

『
み
な
と
祭
り
』
の
会
場
は
、
黒
川
町
の
七
ッ
島
工
業
団
地
だ
ョ

　

み
〜
ん
な
集
ま
れ
〜

会場へは
無料シャトルバス
をご利用ください

9：00 〜 17：00
伊万里駅前から 20 分間隔

で運行しています
※途中、松島、辺古島、

本瀬戸、黒川に
停車します

★期 日 ９月 �0 日 ㊐
【メーン会場】❶（数字は会場）

▶環境美化功労者表彰　　　　　　　　　　 ９：30 〜
▶さかなクンステージ（午前の部）　　　　　11：00 〜
▶さかなクンステージ（午後の部）　　　　　14：00 〜
▶子どもスケッチ大会表彰式
▶伊万里みなと YES・NO クイズ大会

【その他の会場】　10：00 〜終日

○物産展❶　○リサイクルフェア・カブトガニの展示❷
○凧揚げ体験❸
○波多津みなと祭り❹
　（ろこぎレース & 体験・海鮮バーベキュー）
○企業 PR コーナー・大連との友好歴史展❻
○子どもスケッチ大会❼（午前中）
○海上保安庁巡視船体験航海❺　　　　　　13：00 〜
▶名村造船所工場見学会　　　　10：00 〜 16：00

イベントのご案内

五感で感じる伊万里の海　『体験』『憩い』『実感』　

伊万里みなと祭り
　伊万里港が開港して 40 周年。これからもアジアへ世界へと飛躍しようとす
る港の姿を目で見て、肌で感じながら、これからの伊万里の将来を皆さんと
ともに考える、『伊万里みなと祭り』を開催します。皆さんもぜひこの機会に
港に足を運んでみてください。きっと新たな発見があるはずです。

お
魚
の
こ
と
な
ら

何
で
も
知
っ
て
い
る

『
さ
か
な
ク
ン
』
と
遊
ぼ
う
！

【会場案内図】七ッ島工業団地内

伊万里港開港 40 周年 新海流 IMARI’ 2007

※伊万里みなと祭りに関するお問い合わせは、開発推進課（☎◯�11�）まで��
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各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
申

請
書
や
届
出
書
な
ど
に
つ
い
て
、

押
印
の
省
略
・
廃
止
や
添
付
書
類
・

記
載
事
項
の
簡
略
化
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

　
【
押
印
を
廃
止
し
た
様
式
数
・
17
様
式
】

　

県
か
ら
の
権
限
移
譲
を
進
め
、

市
民
や
事
業
者
な
ど
の
届
け
出
な

ど
の
際
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

　
【
権
限
移
譲
事
務
数
①
旅
券
法
に
関
す

る
も
の
・
４
事
務
②
特
定
非
営
利
活

動
促
進
法
に
関
す
る
も
の
・
５
事
務
】

　

市
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
を
計
画
期
間

と
す
る
『
第
４
次
伊
万
里
市
行
政
改
革
大
綱
』
と
『
同

大
綱
実
施
計
画
』
を
策
定
し
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
や

行
政
運
営
の
効
率
化
に
よ
る
健
全
な
行
財
政
運
営
の
確

立
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
積
極
的
か
つ
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
18
年
度
の
実
績
報
告
と
平
成
19
年
度

の
推
進
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

     

民
間
活
力
の
導
入

　　

市
が
行
っ
て
い
る
事
務
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
、
事
務
事
業
評
価

結
果
な
ど
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
ま
し
た
。

　
【
公
表
開
始
時
期
・
平
成
19
年
２
月
】

　　　

新
年
度
予
算
編
成
方
針
や
予
算

議
案
の
公
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
【
当
初
予
算
編
成
方
針
の
公
表
・
１
回
、

当
初
予
算
決
定
状
況
の
公
表
・
１
回
、

予
算
議
案
の
議
会
ご
と
の
公
表
・
４
回
】

　

市
民
参
加
を
促
進
し
、
市
民
と

行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基

づ
く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、『
伊
万
里
市
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
』
を
制
定
し

ま
し
た
。

　
【
制
定
の
時
期
・
平
成
18
年
７
月
】

　　　

市
民
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た

め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
各
種
団
体
の
育
成

を
図
り
ま
し
た
。

　
【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
証
数
・
２
件
】

　　　

事
業
企
画
、
ア
イ
デ
ア
な
ど
を

広
く
市
民
か
ら
募
集
し
、
行
政
へ

の
市
民
参
画
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
【
21
世
紀
市
民
ゆ
め
づ
く
り
計
画
支
援

事
業
の
応
募
数
・
11
事
業
】

の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
【
実
施
内
容
・
１
階
庁
内
レ
イ
ア
ウ
ト

図
の
修
正
、
接
客
場
所
の
拡
充
な
ど
】

　

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
申

請
書
や
届
出
書
な
ど
の
様
式
を
入

手
で
き
る
よ
う
、
様
式
類
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
、
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
【
申
請
書
な
ど
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
様
式

数
・
76
様
式
】

　　

行
政
の
簡
素
化･

効
率
化
を
図

る
た
め
、
定
型
的
ま
た
は
専
門
的

な
業
務
に
つ
い
て
、
業
務
委
託
の

推
進
を
図
る
『
民
間
委
託
の
推
進

に
関
す
る
指
針(

仮
称)

』
の
策
定

に
向
け
、『
行
政
改
革
推
進
本
部
』

の
下
部
組
織
と
し
て
『
民
間
活
力

導
入
研
究
会
』
を
設
置
し
、
指

針(

案)

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
送
業
務
に

つ
い
て
、
民
間
委
託
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
・
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り

ま
し
た
。

　
【
民
間
委
託
の
実
施
時
期
・
平
成
18
年

９
月
】

　

庁
舎
案
内
板
な
ど
を
住
民
の
視

点
に
立
っ
て
再
点
検
し
、
来
庁
者

行
政
評
価
結
果
の
公
表

予
算
編
成
方
針
等
の
公
表

事
業
企
画
等
の
市
民
公
募
の
推
進

県
か
ら
の
権
限
移
譲
の
検
討

庁
舎
案
内
板
等
の
点
検
・
改
善

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
各
種
団
体
の
育
成

民
間
委
託
の
推
進
に
関
す
る
指

針(

仮
称)

の
策
定

伊
万
里
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
制
定

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
送
業

務
の
民
間
委
託

申
請
書
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
提
供

押
印
見
直
し
、
許
認
可
等
の
手

続
き
の
簡
素
化

◆
取
組
内
容
・
成
果

◆
取
組
内
容
・
成
果

◆
取
組
内
容
・
成
果

給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
送
業
務
を
民
間
委
託
す
る
な
ど
、
民
間

活
力
の
導
入
を
図
り
ま
し
た

     

事
務
事
業
の
見
直
し

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
事
務
の
整
理
合
理
化
の
推
進
な

ど
に
努
め
ま
し
た

     

市
民
参
画
の
推
進

行
政
の
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
市
民
と
行
政
が
情

報
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
任
を
分
担
し
、
協
働

し
て
い
く
、
市
民
参
加
型
の
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
し
た

推進中！
行政改革

市民参加、事務の効率化の状況など
平成 18 年度の成果をお知らせします

2

1

3
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行
政
運
営
体
制
の
効
率
化

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。アドレス http://www.city.imari.saga.jp/

　平成 18 年度から平成 22 年度までの計画期間で定
めている第４次行政改革大綱に基づき、第４次行政
改革が２年目にあたることから、平成 18 年度で取り
組んだ実績を検証したうえで、人材や財源など限り
ある資源の有効活用や市民参画の促進を図るため、次
のようなことに取り組みます。

　地域づくり・福祉・環境などの市民活動団体の情報を

提供し、市民活動への理解や参加を促すとともに市民活

動の拠点となるサポートセンターなどの整備を進めます。

　安心・安全のまちづくりを推進し、市民が安心して暮

らすことのできる地域社会を実現するための理念となる

『伊万里市くらしの安全条例』を制定します。（制定済）

　『市民が主役のまちづくり』を公民館単位の地域住民へ

広め、地域に権限・財源を与え、地域でできることは、

地域で取り組むよう自主的・自立的な地域のまちづくり

を推進します。

　市税・水道料金などの収納事務をコンビニエンススト

アに委託することにより、市民サービスの向上と税や使

用料などの収納効率化を図ります。

　伊万里・北松地域広域市町村圏電算センターでの共同

処理方式から自庁方式による単独処理に変更します。

　現在、導入している 28 施設に加え、民間に管理・運営

を委ねることで市民ニーズに立ったサービスの拡充やコ

スト削減が期待できる施設の拡充の検討を行い方針を決

定します。

　複雑多様化する各種災害への対応、予防業務の専門性

の確保、救急業務の高度化などの問題解決のため、県に

よる消防広域化推進計画の策定にあわせ、近隣自治体と

の広域消防の運営などの検討を進めます。

　

既
存
の
事
務
・
事
業
に
対
応
す

る
職
員
に
つ
い
て
、
組
織
・
機
構

の
統
合
・
再
編
や
事
務
の
合
理
化

な
ど
に
よ
り
、
職
員
数
の
抑
制
に

努
め
ま
し
た
。

　
【
職
員
数
の
削
減
・
６
８
２
人(

平
成

17
年
４
月
１
日)

→ 

６
７
６
人(

平

成
18
年
４
月
１
日) 

６
人
の
削
減
】

　

民
間
の
資
金
や
技
術
能
力
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
り
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
４
施
設
）
を

統
合
し
て
設
備
を
充
実
し
、
安
全

な
給
食
の
提
供
と
運
営
の
効
率
化

を
図
り
ま
し
た
。

　
【
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
時

期
・
平
成
18
年
９
月
】

　

職
員
提
案
制
度
の
活
用
に
よ

り
、
職
員
の
施
策
参
画
意
識
や
事

務
改
善
意
欲
を
高
め
、
事
務
改
善

や
能
率
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
【
提
案
数
・
１
２
７
件
】

　

平
成
17
年
度
決
算
を
踏
ま
え
見

直
し
を
行
い
、
平
成
18
年
度
か
ら

平
成
22
年
度
ま
で
の
第
２
次
財
政

健
全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
【
策
定
時
期
・
平
成
18
年
９
月
】

　

平
成
18
年
６
月
の
収
入
役
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
収
入
役
を
置
か

な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
【
削
減
額
・
８
４
９
万
円
】

　

期
末･

勤
勉
手
当
の
一
律
1.5
％
、

管
理
職
手
当
の
１
～
２
％
を
カ
ッ

ト
す
る
こ
と
に
よ
り
人
件
費
抑
制

を
行
い
ま
し
た
。

　
【
削
減
額
・
２
０
５
５
万
円
】

　

遊
休
の
市
有
地
に
つ
い
て
、
処

分
や
貸
付
け
な
ど
に
よ
り
、
歳
入

の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

　
【
売
却
・
10
件
、
２
億
１
４
５
万
円
、

貸
付
け
・
82
件
、
１
１
９
３
万
円
（
土

地
お
よ
び
建
物
）】

　

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

の
情
報
媒
体
や
公
共
施
設
な
ど
へ

の
企
業
広
告
な
ど
の
掲
載
を
検
討

し
、
実
施
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
【
導
入
媒
体
・
広
報
伊
万
里
、
庁
舎
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
公
用
封
筒
（
長
３
）、

ゴ
ミ
袋(

青
・
大)

】

◆
取
組
内
容
・
成
果

収
入
役
の
職
務
の
会
計
課
長
に

よ
る
職
務
代
理

定
員
管
理
の
適
正
化

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合

職
員
提
案
制
度
の
活
用

財
政
健
全
化
計
画
の
見
直
し

期
末
・
勤
勉
手
当
等
の
削
減

市
有
地
の
有
効
活
用

有
料
広
告
の
導
入
検
討

◆
取
組
内
容
・
成
果

組
織
・
機
構
の
統
合
・
再
編
な
ど
に
よ
り
定
員
管
理
の
適

正
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
提
案
を
奨
励
す
る
な
ど

職
員
の
意
識
改
革
と
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た

     

自
主
性
・
自
律
性
の
高
い
財
政
運
営
の
確
保

財
政
健
全
化
計
画
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
歳
出
の
縮
減
と
市

有
地
の
有
効
活
用
よ
る
歳
入
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
し
た

平成 19 年度推進計画平成 19 年度推進計画

市民活動の支援と連携の推進

公の施設の指定管理者制度の導入検討

基幹業務システムの再構築

市税等の納付手段の拡充

地域の元気を推進する住民自治の向上

伊万里市くらしの安全条例の制定

消防広域化の推進

５

4

※詳しい内容については、市役所１階の市民情報コー
ナー、各町公民館に備え付けの『平成 18 年度実績
報告』『平成 19 年度推進計画』をご覧ください

■問合先　企画政策課（　☎◯２１２４）23
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問　合　先

●
商
品
券
の
使
用
期
間

　

平
成
19
年
９
月
17
日
～

　

平
成
20
年
３
月
31
日

●
交
付
場
所　

　

９
月
17
日
の
敬
老
の
日
に
、

市
内
各
町
公
民
館
で
交
付
し

ま
す

　

な
お
、
大
坪
・
立
花
・
大
川

内
地
区
お
よ
び
伊
万
里
地
区

(

立
町
・
岩
立)

の
対
象
者
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
の
区
長

に
代
理
交
付
を
お
願
い
し
て

　

い
ま
す

●
交
付
方
法　

印
鑑
を
持
参
の

う
え
、　

市
か
ら
事
前
に
送
付

す
る
『
伊
万
里
市
つ
る
・
か

め
敬
老
祝
商
品
券
交
付
引
換

券
』
に
よ
り
引
き
換
え
て
く

だ
さ
い
。
代
理
の
場
合
は
、

本
人
か
ら
交
付
引
換
券
と
印

鑑
を
お
預
か
り
の
う
え
お
越
し

く
だ
さ
い

※
当
日
受
取
り
が
困
難
な
場
合

は
、
長
寿
社
会
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い

●
問
合
先　

長
寿
社
会
課
高
齢

福
祉
・
介
護
認
定
係

　
　
　
　
（　

☎　
２
１
５
５
）

　

敬
老
の
日
を
記
念
し
て
、
９

月
30
日
現
在
に
お
い
て
、
88

歳
、
90
歳
、
99
歳
、
お
よ
び

１
０
０
歳
以
上
の
人
に
対
し
、

１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円
分

(

１
０
０
０
円
×
３
枚)

の
商
品

券
を
交
付
し
ま
す
。

　

商
品
券
を
使
用
で
き
る
店
は
、

市
に
登
録
さ
れ
た
市
内
の
店
舗

な
ど
に
限
ら
れ
て
お
り
、
交
付

す
る
商
品
券
と
と
も
に
『
取
扱

店
一
覧
』
を
同
封
し
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

つ
る
・
か
め
敬
老
祝
商
品
券
を
交
付
し
ま
す

 

９
月
17
日 

敬
老
の
日
に
88
歳
・
90
歳
・
99
歳
・
100
歳
以
上
の
人
へ

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
国
保

税
（
国
民
健
康
保
険
税
）、
国
庫
支

出
金
、
一
般
会
計
繰
入
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

被
保
険
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
国

保
税
が
、
国
保
財
政
の
収
入
の
中

で
国
庫
支
出
金
に
次
ぐ
貴
重
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

こ
の
国
保
税
（
現
年
分
）
の
収

納
率
は
、
平
成
17
年
度
と
比
べ
る

と
0.5
％
向
上
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
80
％
台
と
、
決
し
て
高
い
収
納

率
と
は
言
え
ま
せ
ん
。（
表
２
）

　

被
保
険
者
数
は
平
成
17
年
度
か

ら
３
５
３
人
減
少
し
ま
し
た
が
、
１

人
当
た
り
の
医
療
費
は
６
４
８
０

円
増
加
し
ま
し
た
。（
表
３
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
は

国
保
税
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
納
付

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成 18 年度

■国保の制度・給付は

　長寿社会課医療保険係
（☎　２１５３）

■国保の課税・納付は

　税務課徴税対策室
（☎　２１５２）

表１  国民健康保険事業決算状況

表３  被保険者数と医療費の推移

国　保
世帯数

市全体に
占める割合

被保険者
数（人）

市全体に
占める割合

平成 16 年度 11,964 57.6％ 24,256 41.0％
平成 17 年度 12,032 57.1％ 23,990 40.7％
平成 18 年度 12,053 56.9％ 23,637 40.1％

※ 平 成 18 年 度 は 17
年度に比べて世帯数で
0.17％増加し、被保険
者数で 1.47％減少して
います

【
被
保
険
者
数
】

１世帯当たり １人当たり

平成 16 年度 802,654 円 395,900 円
平成 17 年度 823,684 円 413,112 円
平成 18 年度 822,858 円 419,592 円

１人当たり
国保税

64,505 円
64,562 円
64,485 円

【
医
療
費
】

※平成 18 年度は 17 年
度に比べて医療費は世
帯当たり 0.1％減少しま
したが、１人当たりは
1.57％増加しています

収納率

平成 16 年度 89.2％
平成 17 年度 89.3％
平成 18 年度 89.8％

表２  国保税の収納率（医療給付現年分）

歳入 歳出
平成 16 年度 52 億 1,866 万円 50 億 2,868 万円
平成 17 年度 54 億 6,854 万円 55 億 6,160 万円
平成 18 年度 58 億 5,683 万円 59 億 2,395 万円

【
国
保
会
計
】

国保税収入 歳入に占める割合
平成 16 年度 15 億 5,188 万円 29.7％
平成 17 年度 15 億 5,245 万円 28.4％
平成 18 年度 15 億 3,799 万円 26.3％

【
国
保
税
収
入
】

◯23
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　市役所では、市が行なうすべての事務・事業に関する地球温暖化防止のための行動

目標を定めた『ストップ ザ 温暖化 いまりアクションプログラム』を策定しています。

　この計画に基づき、省エネルギーの推進、節水、用紙使用量の削減、ごみ減量およ

びリサイクルの徹底などを進めています。

　平成 18 年からは、新たに平成 16 年度を基準値として『ＣＯ２排出量を平成 22 年度

までに２％以上削減する』ことを目標に掲げ、地球温暖化対策に取り組んでいます。

　目標達成に向けた平成 18 年度の取組みの結果などについてご紹介します。

　ＣＯ２排出量は 1.71％削減できましたが、目標達成には至りませんでした。

　項目ごとでは、ガス・灯油・Ａ重油は目標を達成することができましたが、

電気は工業用水の需要増や水害などによる事務量の増加により 0.15％の削減

にとどまりました。また、公用車燃料は庁外用務の増により走行距離が約８％

増加したため、ＣＯ２排出量も 6.85％の増となりました。

　目標を達成した項目の取組みは維持しながら、達成できていない項目につい

て重点的に取組みを強化します。

○電　力　Ａ施設（市庁舎、消防本部など主に職員が使う施設）を中心として

事務用の電力を削減するため、パソコンなどの機器はこまめに電源の操作を

行います。また、クールビズを推進し冷房の稼動を減らしていきます

○燃　料　ウォームビズを推進し、暖房の稼動を減らしていきます

○公用車燃料　効率的な運用を図りながらアイドリングストップを推進します

○用紙購入　資料の簡素化、両面コピー、縮小コピー、裏面利用など用紙の使

用枚数を制限し、購入量を減らしていきます

平成 18 年度の
実施状況を

お知らせします

ストップ ザ 温暖化
いまりアクションプログラム

できることから始めよう

■問合先
　生活環境課（　☎　２１４４）

※基準年以後に建設された施設は集計に含まれていません
※新給食センターから排出された CO ２は 446,543 ㎏でした

　

　

　地球温暖化対策は一人ひと

りが意識をもって省エネルギ

ーに取り組むことが必要です。

冷房の設定温度（28℃）の調

整やエコドライブの推進な

ど、家庭や職場などででき

ることから始めましょう。

◯23
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国
道
４
９
８
号
の
松
浦
バ
イ
パ

ス
沿
い
に
『
松
浦
の
里
』
と
い
う

農
作
物
の
産
地
直
売
所
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
、
地
元
生
産
者
グ
ル

ー
プ
『
百

ひ
ゃ
く
さ
い
菜
の
会
』（
１
３
４
人
）

の
メ
ン
バ
ー
が
作
ら
れ
た
野
菜
な

ど
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
た

く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
伊
万

里
市
以
外
か
ら
来
ら
れ
る
方
も
多

い
よ
う
で
す
。

　

８
月
８
日
に
取
材
に
出
向
き
、

責
任
者
の
斉
藤
直な

お

仁と

さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

 
『
松
浦
の
里
』
で
、
今
一
番
売
れ

て
い
る
の
は
梨
で
、
斉
藤
さ
ん
が

自
信
を
も
っ
て
お
勧
め
す
る
商
品

だ
そ
う
で
す
。
松
浦
町
は
、
南
波

多
町
や
大
川
町
な
ど
と
同
じ
よ
う

に
梨
の
産
地
と
し
て
有
名
で
す
。

　
　

　

武
雄
市
山
内
町
か
ら
来
ら
れ
た

60
歳
代
の
ご
夫
婦
に
も
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
、
お
二
人
に
『
松
浦
の
里
』

の
い
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
聞
い
て

み
ま
し
た
。

　

ご
主
人
は
特
産
品
の
梨
が
安
く

て
美お

い味
し
い
こ
と
、
奥
さ
ん
は
陳

列
台
の
高
さ
が
低
く
統
一
さ
れ
て

見
や
す
く
、
手
に
取
り
や
す
い
こ

と
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。『
松
浦
の

里
』
に
は
そ
う
い
っ
た
良
い
と
こ

ろ
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
に
も
、
松
浦
町
の
お
い

し
い
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。『
松
浦
の
里
』
に
ぜ

ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　

市
役
所
の
中
に
入
る
の
は
初
め

て
で
、
一
人
で
の
職
場
体
験
だ
っ

た
の
で
最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
。

で
も
、
毎
日
楽
し
か
っ
た
で
す
。

将
来
は
市
役
所
に
勤
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
た
『
戻
っ

て
こ
れ
る
』
よ
う
に
、
勉
強
を
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
東
陵
中
２
年　

平
尾
千
尋
）

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

東
陵
中
２
年　

平
尾
千
尋
さ
ん

『
広
報
伊
万
里
』
職
場
体
験
記

■
『
松
浦
の
里
』
を
取
材

■ 

工
夫
さ
れ
た
陳
列
台

■ 
職
場
体
験
を
終
え
て 丁寧に取材に応じていただいた松浦の

里の斉藤さん【左】と池田さん【中】

　

東
陵
中
学
校
で
は
、
２
年
生
の
夏
休
み
に
職
場
体
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

８
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
、
東
陵
中
２
年
の
平
尾
千
尋
さ
ん
が

市
広
報
係
で
広
報
紙
の
作
成
を
体
験
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。高さが低く、統一された陳列台

取材に訪れた『松浦の里』

　

鹿
児
島
県
出い

ず
み水
市
で
集
中
的
に

越
冬
し
て
い
る
ツ
ル
類
の
病
気
、

ウ
イ
ル
ス
発
生
に
よ
る
絶
滅
危
機

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
伊
万

里
市
で
は
国
か
ら
ツ
ル
越
冬
分
散

候
補
地
の
指
定
を
受
け
、
平
成
15

年
度
か
ら
東
山
代
町
長
浜
干
拓
で

『
ツ
ル
越
冬
事
業
』
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
に
よ
り
ツ
ル
の
監
視
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容　

　

越
冬
誘
致
場
所
の
長
浜
干
拓
に

あ
る
監
視
小
屋
を
中
心
に
、
ツ

ル
の
監
視
、
給き

ゅ
う
じ餌

、
見
学
者
に

対
す
る
説
明
、
器
具
の
設
置
、

電
話
の
応
対
、
立
入
禁
止
区
域

へ
の
侵
入
者
に
対
す
る
注
意
な

ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加

入
し
ま
す

※
現
地
ま
で
の
交
通
費
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
際
の
食
事
な
ど
は
各

自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い

●
業
務
日
時　

　

平
成
19
年
11
月
１
日
～

平
成
20
年
２
月
29
日

　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

※
都
合
が
良
い
日
（
半
日
単
位
可
）

を
確
認
の
上
、
常
時
２
名
以
上

と
な
る
よ
う
業
務
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
編
成
し
ま
す

●
申
込
期
限　

９
月
末

※
申
込
期
限
終
了
後
も
随
時
受
け

付
け
ま
す

●
事
前
研
修

　

10
月
13
日
（
土
）
に
、
ツ
ル
の

生
態
や
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
す

●
申
込
方
法　

農
山
漁
村
整
備

課
ま
た
は
各
町
公
民
館
に
備
え

付
け
の
登
録
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

●
問
合
先　

農
山
漁
村
整
備
課

（　

☎　
２
５
９
１
）

ツ
ル
監
視
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

越
冬
地
・
伊
万
里
で
温
か
く
『
お
も
て
な
し
』

ひ 

ら 

お  

ち 

ひ 

ろ
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数
年
前
、
童
謡
詩
人
・

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
生
誕
の

地
、
山
口
県
長
門
市
仙
崎
を
訪
れ

ま
し
た
。『
あ
た
た
か
な
心
の
ふ

れ
あ
う
町
づ
く
り
』
を
推
進
中
で
、

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
「
み

す
ゞ
の
心
で
包
み
た
い
」「
み
す
ゞ

の
心
に
ふ
れ
さ
せ
た
い
」
と
の
願

い
か
ら
、
み
す
ゞ
さ
ん
の
感
性
と

ま
な
ざ
し
を
基
調
と
し
た
心
の
教

育
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

み
す
ゞ
さ
ん
は
、『
身
の
回
り
の

小
さ
く
弱
い
も
の
』『
見
過
ご
さ

れ
て
い
る
も
の
』
さ
ら
に
は
『
見

　

横
岳
家
文
書
ほ
か
は
、
山
代

町
久
原
の
個
人
宅
に
あ
り
ま
す
。

　

横
岳
氏
は
、
少し

ょ
う
に弐
満み

つ

貞さ
だ

の
弟
、

頼よ
り

房ふ
さ

を
祖
と
し
、
本
拠
は
三
養

基
郡
西
島
地
方
で
し
た
。
五
代

の
横
岳
家い

え

実ざ
ね

（
鎮し

げ

貞さ
だ

）
は
龍

り
ゅ
う

造ぞ
う

寺じ

氏
に
降
り
、
の
ち
鍋な

べ

島し
ま

氏
の

家
臣
と
な
り
ま
し
た
。
鍋
島
勝か

つ

茂し
げ

の
子
、
元も

と

茂し
げ

が
小
城
を
領
す

る
と
、
六
代
の
横
岳
家い

え

房ふ
さ

も
小

城
に
移
り
ま
し
た
。

　

伊
万
里
市
の
東
山
代
町
や
山

代
町
は
江
戸
時
代
に
小
城
藩は

ん

領り
ょ
うだ
っ
た
の
で
、
横
岳
家
文
書

ほ
か
が
山
代
町
に
伝
わ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

文
書
は
、
巻か

ん

子す

仕し

立た
て

一
巻
を

含
む
総
数
１
５
２
通
で
、
室
町

時
代
の
文
書
が
大
部
分
を
占
め

ま
す
。
最
も
古
い
の
は
、
元げ

ん

弘こ
う

三
年
（
１
３
３
３
）
十
月
『
武む

藤と
う

経つ
ね

清き
よ

着
ち
ゃ
く

到と
う

状じ
ょ
う』
と
建け

ん

武む

三

年
（
１
３
３
６
）『
足あ

し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

軍ぐ
ん

忠
ち
ゅ
う

状じ
ょ
う』

で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
書
状
は
、
鎌
倉

幕
府
か
ら
室
町
幕
府
に
変
わ
る

一
連
の
事
件
に
、
少
弐
氏
が
関

わ
っ
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

文
書
の
ほ
か
に
、
軍ぐ

ん

旗き

や
旗は

た

指さ
し

物も
の

、
横
岳
鎮
貞
が
着
用
し
た

と
い
う
鎧

よ
ろ
い

下し
た

の
胴ど

う

巻ま
き

や
陣じ

ん

羽ば

織お
り

が
あ
り
ま
す
。

　

中
世
の
北
部
九
州
の
名
族
、

横
岳
氏
や
少
弐
氏
の
動
向
を
知

る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
し

て
、
昭
和
60
年
に
伊
万
里
市
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

横よ

こ

た

け岳
家け

文も

ん

書じ

ょ

ほ
か

〜
中
世
の
横
岳
氏
や
少
弐
氏
の
動
向
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
〜

伊
万
里
市
の
文
化
財
㉚

え
な
い
も
の
』
に
心
を
寄
せ
、
生

命
を
吹
き
か
け
る
言
葉
を
静
か
に

紡つ
む

ぎ
ま
し
た
。
そ
の
描
か
れ
て
い

る
世
界
の
安
ら
か
さ
、
温
か
さ
は
、

今
日
、
わ
た
し
た
ち
が
忘
れ
か
け

て
い
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
わ
た
し
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の

見
え
な
い
も
の
に
支
え
ら
れ
て
生

き
て
い
る
」「
あ
な
た
は
、そ
し
て
、

あ
な
た
の
隣
の
ひ
と
り
も
ま
た
、

か
け
が
え
の
な
い
存
在
」
と
や
さ

し
く
語
り
か
け
、『
共
に
生
き
る
』

こ
と
を
見
つ
め
続
け
た
み
す
ゞ
さ

ん
の
感
性
と
ま
な
ざ
し
を
、『
人
権

の
世
紀
』
と
い
わ
れ
る
今
日
、
改

め
て
学
び
た
い
も
の
で
す
。

　

み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
を
一
つ
紹
介

し
ま
す
。

　
『
み
す
ゞ
コ
ス
モ
ス
・
わ
が
内
な

る
宇
宙
』（
J
U
L
A
出
版
局
）
よ
り

　

上
の
雪
や
下
の
雪
に
は
気
づ
く

け
れ
ど
、
中
の
雪
に
、
は
っ
と
気

づ
き
、佇

た
た
ず
む
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
日
常
の
生
活

の
中
で
、
な
に
げ
な
い
こ
と
に

『
は
っ
と
気
づ
き
、
佇

た
た
ず
む
』
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

上の雪
さむかろな。
つめたい月がさしていて。

下の雪
重かろな。
何百人ものせていて。

中の雪
さみしかろな。

空も地
じべた

面もみえないで。

は
っ
と
気
づ
く
こ
と
、
佇
む
こ
と

は
っ
と
気
づ
く
こ
と
、
佇
む
こ
と

　

７
月
31
日
、
木
須
町
の
多
々
良

海
岸
で
『
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
を

観
る
会
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
伊
万
里
市
カ
ブ
ト
ガ

ニ
を
守
る
会
と
市
教
育
委
員
会
が

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
今
回

は
、
安
全
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
元
の
福
正
汽
船
に
よ
り

仮
設
の
桟
橋
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
詰
め
か
け
た
親
子

連
れ
な
ど
約
１
５
０
人
は
、
桟
橋

の
上
で
伊
万
里
高
校
生
物
部
の
生

徒
に
よ
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
生
態
説

明
を
受
け
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の

つ
が
い
が
産
卵
す
る
様
子
を
観
察

し
て
い
ま
し
た
。

桟
橋
か
ら
『
生
き
た
化
石
』
を
観
察
し
ま
し
た

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
を
観
る
会

建武三年 (1336) 足利尊氏軍忠状

た
た
ず

積った雪

伊万里高生物部による
カブトガニの生態説明の様子

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎　

３
１
８
６
）

◯23
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２
０
０
７
青
春
・
佐
賀
総
体 

ホ
�
ケ
�
競
技

 

熱
く
燃
え
た 

選
手
と
サ
ポ
�
タ
�
の
夏

　

７
月
28
日
晴
天
の
も
と
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ホ
�
ケ
ー
競
技
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
伊
万
里
商
業
高
校
男
子
・
女
子
な
ど
全
国
か
ら
男
女
合
わ
せ
て
48
チ
ー
ム
が
出
場
。
天
然
芝

が
鮮
や
か
な
国
見
台
陸
上
競
技
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
、
８
月
２
日
の
決
勝
戦
ま
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
男
子
は
横
田
高
校
（
島
根
県
）、
女
子
は
須
知
高
校
（
京
都
府
）
が
優
勝
。
伊
万
里
商
業
高

校
女
子
は
５
位
に
入
賞
し
、
男
子
は
強
豪
相
手
に
惜
し
く
も
２
回
戦
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
高
校
生
補
助
員
や
市
内
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
の
協
力
に
よ
�
て
運
営
さ
れ
、
ま
た
、
市
内
小

学
生
に
よ
る
出
場
全
チ
ー
ム
へ
の
応
援
の
横
断
幕
や
、
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
で
作
成
し
た
千
羽
鶴
、
市
内

中
学
生
に
よ
る
応
援
メ
�
セ
ー
ジ
付
き
プ
ラ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
各
部
会
に
よ
る
チ
ー
ム
応
援
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
が
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。■伊万里商業高校女子の大会戦績（第５位）

○２回戦　５対１　八頭高校（鳥取県）

●３回戦　０対３　築館高校（宮城県）

　

選
手
宣
誓

　

歓
迎
挨
拶

　

歓
迎
太
鼓

　

選
手
整
列

伊万里高校３年
田中千智さん

伊万里農林高校
『至誠龍神』の太鼓演奏

伊万里商業高校
西野一喜 主将（左）
笠原　和 主将（右）

2007年青春・佐賀総体 

開会まで あと362日 

インターハイ 

この夏 佐賀に君色の風が吹く この夏 佐賀に君色の風が吹く 

2007年７月28日開会 

2007年青春・佐賀総体

伊商女子ベスト８進出！

❶❷❸
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■伊万里商業高校男子の大会戦績

○１回戦　０対０※ PS 戦（４対１）慶應義塾高校（神奈川県）

●２回戦　０対３　伊吹高校（滋賀県）

◆
大
会
の
上
位
成
績

【
男
子
】

▽
優　

勝　

横
田
高
校
（
島
根
県
）

▽
準
優
勝　

天
理
高
校
（
奈
良
県
）

▽
第
３
位　

立
命
館
高
校
（
京
都
府
）

　
　
　
　
　

伊
吹
高
校
（
滋
賀
県
）

【
女
子
】

▽
優　

勝　

須
知
高
校
（
京
都
府
）

▽
準
優
勝　

丹
生
高
校
（
福
井
県
）

▽
第
３
位　

羽
衣
学
園
高
校
（
大
阪
府
）

　
　
　
　
　

築
館
高
校
（
宮
城
県
）

　

入
場
行
進

B A C K U P

❻

❶
伊
万
里
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が

入
場
行
進
な
ど
を
演
奏
。
後
ろ
に

は
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
で
作
成

さ
れ
た
千
羽
鶴
が
並
ぶ

❷
優
勝
し
た
横
田
高
校
を
応
援
す

る
長
浜
保
育
園
児

❸
国
見
台
の
会
場
に
設
置
さ
れ
た

伊
万
里
市
物
産
観
光
振
興
協
議
会

の
物
産
展
で
、
絵
付
け
体
験
が
行

わ
れ
選
手
た
ち
に
好
評
で
し
た

❹
八
頭
高
校
を
応
援
す
る
Ｊ
Ａ
伊

万
里
南
波
多
支
所
の
応
援
団

❺
❻
一
人
一
役
活
動
で
、
ア
ナ
ウ

ン
ス
や
会
場
整
備
を
す
る
高
校
生

補
助
員

❼
会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
湯
茶

接
待
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

❽
選
手
一
人
ひ
と
り
に
贈
ら
れ

た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
焼
き
物
の

お
守
り
を
作
成
し
た
、
市
内
特
別

支
援
学
級
の
皆
さ
ん

君色の風が吹いたホッケー競技

ＳＵＰＰＯＲＴＥＲ 伊商男子 PS 戦で初戦突破！

写
真
の
解
説

❹

❺

❼

❽



建築士の目で商店街再生を考える
　県建築士会伊万里支部による『本町アーケード周辺
商店街探索会』が開かれました。これは、建築士の目
で商店街の再生策を考えるという試みで、この日参加
した会員たち約 60 人は熱心にアーケード内を探索し

「店先に樹木を植えれば」など感想を語っていました。

　風鈴まつり開催中の大川内山で７月 21 日に続き今
年２回目となる『ボシ灯籠碗琴コンサート』が開かれ
ました。鍋島藩窯橋下の川沿いや窯元の店先などに所
狭しと並べられたボシ（耐火レンガ製容器）の灯籠約
5,000 個に火が灯されました。幻想的な光の空間を背
景に、川沿いの特設ステージからは有田町の筒井孝司
さんが奏でる『碗琴』の涼しげな音色が響き、市内外
から訪れた多くの見物客が聞き入っていました。

特産『なし』で交通安全を呼びかけ

伝統の技を後世に『献上登り窯焚き』

幻想的ボシ灯籠と碗琴の涼しい音色

　夏の交通安全県民運動の一環として『夏の冷茶サー
ビス』が南波多町で行われました。この日は、同町交
通対策協議会や南波多中の生徒会など 30 人が、地元
特産の『なし』や中学生手作りの折鶴、飲み物などを
ドライバーへ手渡し交通安全を呼びかけました。

　鍋島藩窯時代の献上品つくりに行われていた『献上
登り窯焚き』が大川内山でありました。これは、伝統
の技を後世に残すために行われているもので、昔なが
らの手法で火起こしや窯入れが再現され、できあがっ
た作品は10月12日に兵庫県姫路市長に献上されます。

1��007.9

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事や話題を
待っています。市役所広報係へご連絡ください。

8.10

8.11

7.21

7.24



イカダを作って乗って夏を満喫！

イマリンビーチに砂のオブジェ出現

国政を身近に感じた三宅さんの講演

　イマリンビーチで『サンドアートフェスティバル』
が開かれました。これは黒川小学校が地域の自然に親
しみ異学年の交流を育む目的で行っているもので、当
日は全児童 169 人が 16 班に分かれ、お城やアニメの
キャラクターなど砂のオブジェをビーチに並べました。

　政治評論家の三宅久之さんを迎え、いまり浪漫大学
第２回講演会が市民会館で開かれました。この日は、
参議院選挙を目前に控え、選挙の見通しや政界のこと
を詳しく解説されました。受講生たちは政界の裏話な
どを聞き、国政を身近なものに感じていました。

　瀬戸町中通り子ども会『宿泊体験夏休みチャレンジ
会』がありました。参加した小中学生 22 人は、夕食
の準備やイカダ作り、伊万里湾大橋までのナイトウオ
ークなどを行い、この日は、できたイカダを海に浮かべ、
子どもたちは笑顔いっぱい夏を満喫していました。

異文化を伊万里の子どもに教えたい

塚
部
市
長
と
ひ
ざ
を
交
え
て
語
り
合
い

第
１
回
『
よ
か
村
づ
く
り
座
談
会
』

　

黒
川
町
の
清
水
公
民
館
で
『
よ
か
村
づ
く
り

座
談
会
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
座
談
会
は
、

過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
市
周
辺
地
域
の
市
民
と

塚
部
市
長
が
、
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
直

接
ひ
ざ
を
交
え
て
語
り
合
い
、
今
後
の
地
域
の

振
興
策
な
ど
を
探
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

第
１
回
目
と
な
っ
た
清
水
地
区
で
は
、
す
べ

て
の
世
帯
か
ら
参
加
が

あ
り
、
周
辺
地
域
な
ら

で
は
の
交
通
手
段
の
悩

み
や
振
興
策
な
ど
、
約

１
時
間
に
わ
た
っ
て
語

り
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
清
水
地

区
の
山
中
に
あ
る
美
し

い
滝
『
寶ほ

う
と
う燈

の
瀧
』
を

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
に
位

置
づ
け
、
市
内
外
に

P
R
し
て
地
域
の
元
気

に
つ
な
げ
よ
う
と
、
い

ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
『
よ
か
村
づ
く

り
座
談
会
』
は
、
今
後

も
要
望
が
な
さ
れ
て
い

る
地
域
か
ら
順
次
、
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

15 �007.9

8.9

7.29

7.26

7.19

　９月から市内の小中学校で英語の指導助手（ALT）
として赴任するジェイミー・スネドンさん（ニュージ
ーランド）とマイカル・ローアさん（カナダ）が着任の
あいさつに市役所を訪れました。２人は「異文化を伊
万里の子どもたちに教えたい」と抱負を語っていました。

ジェイミー・スネドンさん

マイカル・ローアさん

7.18



高
階
の
く
ら
し
に
慣
れ
て
今
日
の
月

庭
隅
に
紅
萩
小
さ
く
揺
れ
て
ゐ
る
秋
を
運
び
来

九
月
の
光

新
天
町

松
井　

千
草

村
田　

妙
子

松
島
町

�007.9

『
泥
だ
ん
ご
大
作
戦
』が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
質
浄
化
作
用
の
あ
る
微
生
物

を
米
ぬ
か
と
と
も
に
土
に
混
ぜ
て

丸
め
た
泥
だ
ん
ご
は
、
川
に
投
げ

入
れ
る
と
そ
の
場
に
と
ど
ま
っ
て

少
し
ず
つ
溶
け
、
川
の
水
質
が
改

善
し
、
透
明
度
が
増
す
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
久
原
保
育
園
の
園

児
や
お
年
寄
り
な
ど
約
１
３
０
人

が
集
ま
り
、
楽
し
そ
う
に
泥
を
丸

め
て
２
時
間
で
約
２
０
０
０
個
の

泥
だ
ん
ご
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
10
日
間
乾
燥
さ
せ
、
７

月
31
日
に
は
、
佐
代
川
な
ど
町
内

の
川
に
「
川
が
き
れ
い
に
な
る
よ

う
に
」
と
、
投
げ
入
れ
ま
し
た
。

　

山
代
町
の
川
を
き
れ
い
に
し
よ

う
と
、
７
月
21
日
、
山
代
公
民
館

で
山
代
町
婦
人
会
の
主
催
に
よ
る

　

８
月
４
日
、
５
日
に
『
畑
の
中

の
レ
ス
ト
ラ
ン
』
の
夏
休
み
企
画

『
農
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
』
が

東
山
代
町
川
内
野
の
夢
耕
房
た
き

の
で
行
わ
れ
、
埼
玉
県
か
ら
や
っ

て
き
た
２
人
を
含
む
市
内
外
の
小

中
学
生
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
川
内
野
コ
メ

C
O
M
E
倶
楽
部
や
夢
耕
房
農
産

加
工
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
黒
米
を

栽
培
し
て
い
る
田
ん
ぼ
に
入
っ
て

草
取
り
を
し
た
後
、
近
く
の
農
家

を
回
っ
て
野
菜
を
調
達
し
、
豆
腐

や
夏
野
菜
カ
レ
ー
づ
く
り
、
そ
う

め
ん
流
し
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。

　

夜
は
花
火
、
翌
朝
は
カ
ブ
ト
ム

シ
や
ツ
ガ
ニ
獲
り
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
企
画
に
、
子
ど
も
た
ち
は

楽
し
い
２
日
間
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
〜
る
く
丸
め
て
２
０
０
０
個
で
き
た
よ

楽
し
そ
う
に
泥
だ
ん
ご
を
作
る
久
原

保
育
園
の
園
児
た
ち
。
上
手
に
ま
〜

る
く
で
き
ま
し
た

難しかった！豆腐づくり

上手にできた！夏野菜カレー

メチャうま！そうめん流し

第
３
回
『
畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
』
夏
休
み
企
画
に
小
中
学
生
大
喜
び

16

泥
だ
ん
ご
で
川
を
き
れ
い
に

泥
だ
ん
ご
で
川
を
き
れ
い
に

楽
し
か
っ
た
！
豆
腐
づ
く
り
や
そ
う
め
ん
流
し

楽
し
か
っ
た
！
豆
腐
づ
く
り
や
そ
う
め
ん
流
し



■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク　

　

大
川
内
の
象
徴
で
あ
る
青せ

い

螺ら

（
山
）
を
町
木
の
イ
チ
ョ
ウ
の
葉

と
町
花
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
弁

で
囲
ん
で
い
ま
す

■
公
民
館
愛
称　
『
せ
い
ら
館
』

■
町
木　

イ
チ
ョ
ウ

■
町
花　

シ
ャ
ク
ナ
ゲ

�007.9

　

地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
。

地
域
住
民
が
、
愛
着
と
親
し
み
を
も
っ
て

公
民
館
に
集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
相

互
の
連
帯
感
を
強
め
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
各
町
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
の
た

め
に
、
町
の
理
想
像
な
ど
を
掲
げ
た
『
町

民
憲
章
』
な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

大川内町

杉
すぎやま

山 沙
さ や か

也佳さん (�6 歳 )

★
お
仕
事
は

　

カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
オ
・
フ
ァ
ニ
ー

で
美
容
師
を
し
て
い
ま
す
。
お

客
さ
ま
と
毎
日
楽
し
く
お
話
し

し
な
が
ら
仕
事
し
て
い
ま
す

★
特
技
は

　

小
・
中
学
校
で
鍛
え
た
剣
道
？

★
趣
味
は

　

ド
ラ
イ
ブ
や
旅
行
が
好
き
で

す
。
来
年
こ
そ
夏
の
北
海
道
に

行
っ
て
み
た
い
！

★
好
み
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

気
が
合
う
こ
と
と
、
一
緒
に
い

て
居
心
地
が
い
い
人
か
な

★
将
来
の
夢
は

　

仕
事
の
幅
が
広
が
る
よ
う
、
ブ

ラ
イ
ダ
ル
関
係
の
仕
事
も
覚
え

て
い
き
た
い
で
す
ね

★立花町

★やぎ座・A 型
　

ぼ
く
は
、
さ
く
ら
保
育
園
で
歌

っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
毎
日
楽
し

い
こ
と
だ
ら
け
。
浦
之
崎
の
夏
祭

り
の
踊
り
で
は
、
み
ん
な
を
笑
わ

せ
て
超
ゴ
キ
ゲ
ン
だ
っ
た
ん
だ
。

お
家
で
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
よ
く

チ
ャ
ン
バ
ラ
を
し
て
遊
ん
で
る
け

ど
、
早
く
大
き
く
な
っ
て
、
い
っ

し
ょ
に
サ
ッ
カ
ー
が
し
た
い
な
ぁ
。

山
や ま ぐ ち

口 碩
せ き れ い

礼くん

　

お
兄
ち
ゃ
ん
と
は
年
が
６
才
も

は
な
れ
て
い
る
け
ど
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
仲
良
し
兄
弟
で
、
元
気

に
大
き
く
な
っ
て
く
れ
よ
！

★秀明・直美さんの次男

★山代町浦之崎

(　　)２歳
６か月

愛称『せいら館』

前田泰雄館長

夏の風物詩となった
大川内山の風鈴まつり
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９月の町民スポーツ
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９月の市民スポーツ

２日（日）

●大坪地区球技大会

　８時30分開会　大坪小学校ほか

●東山代町三世代交流

　　　　　グラウンドゴルフ大会

　８時30分開会　東山代運動広場

●山代町民体育大会

　８時30分開会　山代中学校

４日（火）〜 1� 日（金）

●黒川町ナイターバレーボール大会

　19時30分開会　黒川小学校

16 日（日）

●大川内町大運動会

　８時10分開会　大川内小学校

●牧島大運動会

　８時15分開会　牧島小学校

�� 日（日）

●南波多町民体育大会

　８時30分開会　南波多小学校

●大川町民相撲大会

　10時開会　淀姫神社相撲場

�0 日（日）

●松浦町公休日町民体育大会

　８時開会　松浦運動広場

●大川町民運動会

　８時30分開会　大川運動広場

●伊万里町民スローピッチ

　　　　　　　ソフトボール大会

　９時開会　啓成中学校

�7 日（木）

●市長杯市民ゲートボール大会

　８時30分開会　伊万里湾大橋球技場

　

第
13
回
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
が
８
月
５
日
、
国
見

台
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
10
月
に
行
わ
れ

る
県
民
体
育
大
会
の
選
手
選
考
を

兼
ね
た
も
の
で
、
社
会
人
に
よ
る

６
チ
ー
ム
約
80
人
が
参
加
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

伊
万
里
ク
ラ
ブ

２　

位　

名
村
造
船

　

８
月
５
日
、
ラ
ジ
オ
体
操
会
が

国
見
台
球
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
伊
万
里
市
体
育
指
導

委
員
協
議
会
が
『
市
民
の
健
康
保

持
と
体
力
づ
く
り
』
を
目
的
に
毎

年
８
月
の
第
１
日
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
２
５
０
人

が
体
操
を
楽
し
み
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

♬ 新しい朝が来た
 『ラジオ体操会』開催

市バスケットボール大会
伊万里クラブ 優  勝

　

伊
万
里
高
校
３
年
の
酒
谷
恵
美

さ
ん
（
波
多
津
町
浦
）
が
、
高
校

総
体
弓
道
女
子
個
人
で
堂
々
の
日

本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
高
校
総
体
で
県
勢
と
し

て
、
個
人
で
の
優
勝
は
酒
谷
さ
ん

た
だ
一
人
で
す
。

　

８
月
６
日
、
唐
津
市
の
唐
津
商

業
高
校
弓
道
場
で
行
わ
れ
た
高
校

総
体
弓
道
女
子
個
人
の
決
勝
戦

は
、
全
国
か
ら
勝
ち
進
ん
だ
精
鋭

25
人
で
争
わ
れ
、
的
を
外
し
た
人

か
ら
脱
落
す
る
と
い
う
壮
絶
な
サ

バ
イ
バ
ル
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

酒
谷
さ
ん
は
抜
群
の
集
中
力
を

発
揮
し
、
12
射
連
続
で
的
中
。
見

事
『
高
校
女
王
の
座
』
を
勝
ち
取

り
、優
勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間
は
「
や

っ
と
終
っ
た
」
と
い
う
安
堵
感
が

強
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

酒
谷
さ
ん
の
趣
味
は
『
読
書
』。

穏
や
か
な
タ
イ
プ
の
女
子
高
生

で
、
来
春
の
高
校
卒
業
後
は
、
文

科
系
の
大
学
へ
の
進

学
を
希
望
し
、
大
学

で
も
弓
道
を
続
け
た

い
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ぜ
ひ
希
望
の
大
学

に
進
学
し
、次
は
『
弓

道
大
学
日
本
一
』
を

め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

高校総体 弓道女子個人 ❀優勝❀

  酒谷 恵美  （伊万里高校３年）

抜群の集中力で日本一に

さん
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市
長
旗
争
奪
第
34
回
伊
万
里
市

少
年
野
球
選
手
権
大
会
が
、
７
月

16
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
の
３
日

間
、
国
見
台
野
球
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

大
会
に
は
13
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
決
勝
戦
に
は
昨
年
優
勝
し
た

立
花
少
年
野
球
と
ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ

ー
が
進
出
し
ま
し
た
。

　

22
日
に
行
わ
れ
た
決
勝
戦
は
、

２
回
表
、
立
花
少
年
野
球
が
内
野

安
打
と
エ
ラ
ー
な
ど
で
３
点
を
先

制
。
続
く
３
回
表
に
は
、
立
野
悠

二
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
や
志
水
流

星
選
手
の
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で

２
点
を
追
加
し
、
試
合
を
有
利
に

進
め
ま
し
た
。

　

守
っ
て
は
、
立
野
悠
二
投
手
と

草
場
亮
太
投
手
が
ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ

ー
打
線
を
完
封
リ
レ
ー
。
立
花
少

年
野
球
が
５
対
０
で
見
事
優
勝
を

飾
り
、
こ
の
大
会
の
２
連
覇
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
３
位
ま
で
は

県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

優　

勝　

立
花
少
年
野
球

準
優
勝　

ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ
ー

３　

位　

山
代
東
球
友
会

宮本なぎさ
山 口 優 美
川崎あかり
松 永 彩 花
塚 本 も え
堤 田 歩 美
井 上 瑞 希
牧 瀬 里 菜
津 上 史 穂
松 永 彩 花
百 武 聖 奈
内 野 　 瞳
前 田 琴 海
山 口 梨 菜
原　輝未香
松 尾 美 咲
岩 﨑 夕 季
松 本 胡 波
松 尾 千 夏
松 尾 真 子
井 上 愛 梨
松 尾 郁 美
桒 原 由 帆
前 川 史 織
宮本なぎさ
渕 上 桃 花
浦 川 智 帆
網 谷 奈 々
塚 本 も え
堤 田 歩 美
伊 万 里
立 花
二 里

伊万里
二 里
立 花
大 坪
波多津
山代東
伊万里
二 里
牧 島
大 坪
立 花
大川内
伊万里
大 坪
伊万里
伊万里
大川内
山代東
波多津東

牧 島
黒 川
伊万里
大 坪
東山代
伊万里
大 坪
二 里
伊万里
波多津
山代東

金 丸 瑠 希
野 田 康 介
山 口 薫 平
深 江 悠 介
山 口 卓 也
松 尾 圭 悟
藤巻隆太郎
河 原 崇 了
山 口 　 晃
金 子 尚 斗
松 本 航 平
吉 永 拓 生
川 崎 瑠 唯
永 田 裕 馬
金 子 隆 誠
平 山 辰 也
久保田　優
岩 下 航 大
志 水 勇 輔
浦 　 悠 晟
小 島 　 翼
川 崎 瑠 唯
永 田 裕 馬
金 子 海 人
野 田 康 介
坂 口 英 人
山 口 剛 史
永 野 颯 太
山 口 修 平
平嶋浩太郎
伊 万 里
立 花
黒 川

伊万里
二 里
立 花
伊万里
立 花
松 浦
黒 川
伊万里
南波多
山代東
山代東
二 里
立 花
二 里
東山代
大 坪
伊万里
伊万里
伊万里
立 花
伊万里
立 花
二 里
東山代
二 里
黒 川
東山代
大 坪
二 里
牧 島

1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3

1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3

　

Ｍ
自
由
形

50

　

Ｍ
平
泳
ぎ

25

　

Ｍ
背
泳
ぎ

25

　

Ｍ
Ｆ

　

リ
レ
ー

100

6

5

4

種 

目
男　子 女　子

氏　名 学校名 氏　名 学校名
学 

年
順 

位
順 
位

全

　

Ｍ
自
由
形

25

6

5

5

6

6

5

4
　

第
43
回
伊
万
里
市
小
学
校
水
泳

大
会
が
８
月
１
日
、
伊
万
里
小
学

校
プ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
内
16
の
小
学
校

の
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
延

べ
５
７
２
人
が
出
場
。
こ
の
日
の

た
め
に
練
習
を
重
ね
、
真
っ
黒
に

日
焼
け
し
た
選
手
た
ち
は
、
応
援

に
詰
め
か
け
た
た
く
さ
ん
の
保
護

者
や
友
だ
ち
か
ら
の
大
声
援
を
受

け
な
が
ら
、
自
己
記
録
の
更
新
を

め
ざ
し
て
力
い
っ
ぱ
い
泳
い
で
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
の
成
績
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

貴重な追加点となるホームランを
放った立花の立野悠二選手 ( 写真中央 )

第
34
回
伊
万
里
市
少
年
野
球
選
手
権
大
会

立
花
少
年
野
球　

大
会
２
連
覇
！

　

ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ
ー
打
線
を
完
封
リ
レ
ー
!!

第43回伊万里市小学校水泳大会

自己記録の更新をめざした

小学生スイマーの熱き戦い



て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
地
区
に

は
、
９
月
中
に
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
合
先　

　

情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（　

☎
㉓
２
１
３
３
）

　

Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
（
ガ
ラ
ス
繊
維
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
船
）
を
廃
船

す
る
と
き
は
、
最
寄
り
の
登
録
販

売
店
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
申
し
込
み

を
行
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支

払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●

受
付
期
限
（
登
録
販
売
店
へ
）

　

10
月
４
日
（
木
）

●

市
内
登
録
販
売
店

　

マ
リ
ン
メ
カ
ニ
ッ
ク
伊
万
里
㈲

（
☎
㉗
０
１
１
９
）

●

搬
入
期
間
（
指
定
引
取
場
所
へ
）

　

10
月
12
日
（
金
）
～
19
日
（
金
）

●

指
定
引
取
場
所　

　

㈱
矢
敷
環
境
保
全

（
☎
０
９
５
７
◯
５
３
３
３
）

●
問
合
先　

㈳
日
本
舟
艇
工
業
会

（
☎
０
３
‐
３
５
６
７
‐
６
９
２
６
）

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
・
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
・
女
性
や
子
ど
も
に
対
す

　

総
務
省
で
は
、
10
月
１
日
現
在

で
『
就
業
構
造
基
本
調
査
』
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
就
業
・

不
就
業
の
実
態
を
調
べ
る
も
の

で
、
調
査
結
果
か
ら
、
多
様
化
す

る
就
業
状
況
や
雇
用
実
態
な
ど
が

明
ら
か
に
な
り
、
雇
用
施
策
や
経

済
施
策
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
し

�0�007.9

る
虐
待
・
差
別
な
ど
の
人
権
問
題
に

つ
い
て
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
南
波
多
会
場
】

●

日　

時　

９
月
26
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●

会　

場　

南
波
多
公
民
館

●

担　

当　

　

人
権
擁
護
委
員　

泉　

澄
子
氏

●

問
合
先　
　

佐
賀
地
方
法
務
局

伊
万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

●

日　

時　

９
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
会

●

会　

場　

伊
万
里
保
健
福
祉
事

務
所
（
２
階
会
議
室
）

●

参
加
料　

無　

料

●

対　

象　

低
肺
機
能
者
と
そ
の

家
族
お
よ
び
賛
同
者

●

内　

容　

伊
万
里
保
健
福
祉
事
務

所
長
の
講
話
、
飽
和
度
測
定
な
ど

お
知
ら
せ

くらしの

●

問
合
先　

伊
万
里
保
健
福
祉
事

務
所
（
☎
㉓
２
１
０
１
）
ま
た

は
佐
賀
低
肺
の
会
事
務
局

（
☎
０
９
５
２
㉒
４
２
４
７
）

『
佐
賀
会
場
』

●

会　

場　

県
立
美
術
館
・
博
物
館

●

期　

間　

９
月
29
日
（
土
）
～

10
月
８
日
（
月
・
祝
）

『
唐
津
会
場
』

●

会　

場　

唐
津
市
近
代
図
書
館

●

期　

間　

　

10
月
13
日
（
土
）
～
21
日
（
日
）

※
10
月
15
日
（
月
）
は
休
館

【
出
品
者
の
作
品
搬
入
】

●

日　

時　

９
月
22
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●

場　

所　

県
立
美
術
館
・
博
物
館

●
問
合
先　

県
私
学
文
化
課

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
３
５
０
）

伊

万

里

地

区

呼
吸
器
教
室
交
流
会

Ｆ

Ｒ

Ｐ

船

の

リ

サ

イ

ク

ル

佐
賀
県
美
術
展
覧
会

働
く
未
来
を
考
え
る

就
業
構
造
基
本
調
査

５
年
に
一
度
の　
　
　

大
調
査
!!

働く
未来

55

南
波
多
公
民
館
で

無
料
特
設
人
権
相
談



　

市
で
は
、
市
街
地
の
魅
力
ア
ッ

プ
を
め
ざ
し
、
か
つ
て
『
古
伊
万

里
』
の
積
み
出
し
港
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
た
『
伊
万
里
津
』
の
再
現
に

つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
会
議
を
開
催

し
ま
す
。

　
「
市
街
地
の
昔
の
姿
を
学
ん
で

み
た
い
」「
伊
万
里
の
ま
ち
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
」
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
人
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●

募
集
人
員　

３
人
程
度

●

ア
イ
デ
ア
会
議　

来
年
３
月
ま

で
に
５
回
程
度
を
予
定

●

申
込
方
法　

企
画
政
策
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

●

申
込
期
限　

９
月
21
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先　

企
画
政
策
課

（　

☎
㉓
２
１
２
４
）

　

９
月
９
日
は
『
救
急
の
日
』
で

す
。
ま
た
、
９
月
９
日
か
ら
９
月

15
日
ま
で
の
一
週
間
は
『
救
急
医

療
週
間
』
で
す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、『
普
通
救
命

講
習
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）』
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
病
人
や
け
が

人
が
発
生
し
た
時
の
対
応
や
命
に

関
わ
る
重
症
の
不
整
脈
の
傷
病
者

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
（
除
細
動
）
を

与
え
る
器
機
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用

方
法
を
学
ぶ
３
時
間
の
講
習
会
で

す
。
受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

日　

時　

９
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

●

会　

場　

伊
万
里
市
消
防
本
部

●

募
集
人
員　

20
人
程
度

●

申
込
・
問
合
先　

伊
万
里
市
消

防
本
部
警
防
課
救
急
室

（　

☎
㉓
２
１
１
９
）

�1 �007.9

ぼ
し
ゅ
う

普

通

救

命

講

習

受

講

者

募

集
！

『
伊
万
里
津
』
の
再
現
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

堀内孝雄コンサートツアー
2007 ～ ’08

全 席
指 定

期　 日

開　 演

会　 場

前 売 券

問 合 先

10 月 19 日　�
午後７時（開場：午後６時 30 分）

市民会館大ホール

6,000 円（当日：6,300 円）

９月８日（土）午前９時〜

伊万里玉屋、しのはらレコード店、
文化堂、中央楽器、市民センター、
市民会館

市民センター（　☎㉒３９１１）

チ ケ ッ ト
販 売 日 時
チ ケ ッ ト
取 扱 所

　7 月 28 日から 8 月 2 日にかけて開催された高校総体
ホッケー競技大会。その主会場となった国見台陸上競技
場のフィールドは、天然芝の状態がすばらしいと選手や
関係者の皆さんから絶賛いただきました。
　今回、市民の皆さんにもその感触を確かめていただく
ため、フィールドを一日無料開放します。この機会に、
ご家族やご友人をお誘い合わせのうえご来場ください。

■日　時　９月９日（日）　午前９時〜午後５時
■対　象　市民の皆さん
■利用条件
　①レクリエーションや休憩などの利用とします。
　※競技性の強い団体や個人練習などは不可
　②芝生内への飲食物の持ち込みや、金具スパイクでの
　　入場などの芝生を傷める行為はご遠慮ください。
■問合先
　体育保健課スポーツ振興係　（　☎㉓３１８７）
　国見台公園管理事務所　（☎㉓２６３２）

国見台陸上競技場
フィールド（天然芝）

天
然芝
の上での

んびり過ごしてみませんか！

一日無料開放します！

伊
万
里
秋
祭
り
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
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●

期　

日　

９
月
27
日
（
木
）

●

会　

場　

　

伊
万
里
湾
大
橋
球
技
場

●

参
加
資
格　

市
内
在
住
者

●

チ
ー
ム
編
成　

８
人
以
内

●

参
加
料　

一
チ
ー
ム
５
０
０
円

●

申
込
期
限　

９
月
14
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先　

各
町
公
民
館

ま
た
は
体
育
保
健
課

（　

☎
㉓
３
１
８
７
）

　

夏
の
疲
れ
を
癒い

や

し
、
健
や
か
に

秋
を
迎
え
る
た
め
の
『
ふ
る
さ
と

薬
膳
伊
万
里
』
は
い
か
が
で
す
か
。

　

薬
膳
料
理
を
伊
万
里
焼
の
器
に

盛
り
付
け
て
展
示
す
る
『
食
と
器

の
コ
ラ
ボ
』
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

期　

日　

９
月
22
日
（
土
）

●

会　

場　

大
川
内
山
公
民
館

（
伊
万
里
鍋
島
焼
会
館
横
）

●

内　

容　

▽
午
前
11
時　

窯
元
散
策
（
伊
万
里
・

有
田
焼
伝
統
産
業
会
館
前
集
合
）

▽
正
午　

薬
膳
レ
ス
ト
ラ
ン

●

定　

員　

限
定
50
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

●

参
加
料　

１
５
０
０
円

●

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●

申
込
期
限　

９
月
14
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（　

☎
㉓
２
１
１
５
）

（     

㉒
７
２
１
３
）

●

日　

時　

10
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
会

※
雨
天
時
は
翌
日
に
開
催
し
ま
す

●

会　

場　

国
見
台
公
園

●

参
加
資
格　

10
月
１
日
現
在
で

60
歳
以
上
の
市
民

市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

男
の
腕
ま
く
り
『
厨
房
に

入
ろ
う
』
参
加
者
募
集

ふ
る
さ
と
薬
膳
レ
ス

ト
ラ
ン
参
加
者
募
集

『 わ が ま ち の 職 人 さ ん 』 を 募 集！

　市が発注する契約額が 50 万円未満の小規模な工事や修繕の

契約をする、伊万里市小規模契約希望者登録制度への登録希

望者を募集します。

◆登録申請期間　９月 10 日（月）〜９月 28 日（金）
　　　　　　　　※期間終了後も随時申請可能
◆登録有効期間　平成 19 年 10 月１日から２年間
◆申請できる人
　○市内に主たる事業所を置く人（市内に本店がある人）

　○成年被後見人・被保佐人・破産者でない人
　○市税（国保税を含む）に滞納のない人
　○競争入札参加資格審査申請を提出していない人
　○希望業種を履行するための必要な資格や許可などを有する人
◆登録後の注意　審査後、有資格者名簿に登載しますが、指名や
　契約を約束するものではありません
◆申込・問合先　財政課財政係用度担当（　☎㉓２１１３）

伊万里市小規模契約希望者登録制度

●

参
加
料　

一
人
５
０
０
円

●

申
込
期
限　

９
月
27
日
（
木
）

●
申
込
・
問
合
先　

▽
社
会
福
祉
協
議
会
（
主
催
）

（
☎
㉒
３
９
３
１
）

▽
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
☎
㉒
７
１
０
８
）

●

日　

時　
（
２
日
間
）

　

９
月
20
日
（
木
）、
27
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

対　

象　

　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
男
性

●

定　

員　

25
人

●

受
講
料　

２
回
で
１
０
０
０
円

●

申
込
期
限　

９
月
14
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先　

　

伊
万
里
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
事
務
局
（
健
康
づ
く
り
課
内
）

（　

☎
㉒
３
９
１
６
）

❾月  ⓫日 は
『警察相談の日』

警察への相談専用電話は

　局番なしの『♯ 9110』へ

　急を要しない警察への問い合わせ

や困りごとなどの相談は、『110 番』

の前に『♯ 9』を付けて、局番なし

の『♯ 9110』（☎ 0952 ㉖ 9110）

に電話しましょう。

　特に９月 11 日を

警察相談専用電話

の『 ♯ 9110』 に

ちなみ『警察相談

の日』としていま

す。お気軽にご相

談ください。
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●お風呂場で髪や体を洗っている間、シャワーを流しっぱなしにして

　いませんか？　もし、いつもより 45℃のお湯を流す時間を１分間

　短くした場合の省エネ効果は…

年間で約 �9.7 ㎏の CO� の削減。年間で約 �,890 円の節約。
※家族みんなで実践すると、節減・節約の効果はさらにあがります

■（財）省エネルギーセンター『家庭の省エネ大辞典』を参考に作成

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策
■問合先　生活環境課（　☎㉓２１４４）

シャワーを不必要に流しっぱなしにしない！



どっちゃん祭りどっちゃん祭り
　

伊
万
里
の
夏
を
彩
る
『
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
』
が
８
月

５
日
、
市
街
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。
18
回
目
を
迎
え
た

今
回
は
、
恒
例
の
女
み
こ
し
、
よ
さ
こ
い
、
伊
万
里
太

鼓
な
ど
の
ほ
か
、
俵
運
び
レ
ー
ス
や
浴
衣
姿
の
記
念
撮

影
な
ど
新
た
な
催
し
が
加
わ
り
、
大
勢
の
見
物
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
３
０
０
０
発
の
花

火
が
伊
万
里
の
夜
を
彩
り
ま
し
た
。

魅せた！燃えた！

人のうごき
平成 19 年８月１日現在
●人口　58,546 人　　（−   4）
　　男　27,944 人　　（−   2）
　　女　30,602 人　　（−   2）
●世帯　21,349 世帯   （＋ 42）

（　）は前月比
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　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社
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８月４日に市民センターで忍たま
乱太郎＆キッズコンサートがあり
ました。集まった大勢のちびっ子
たちは乱太郎ファミリーや歌のお
姉さんといっしょに飛んだり跳ね
たり、楽しい時間を過ごしました。

編

集

室

か

ら

　

こ
の
夏
、
日
本
列
島
を
襲
っ
た
記
録
的
猛
暑
。

そ
の
中
で
佐
賀
県
で
は
２
つ
の
『
風
』
が
吹
き
、

熱
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
ま
し
た
。
伊
万
里

市
を
は
じ
め
県
内
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、

高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
の
熱
い
プ
レ
ー
と
県
民
総

出
の
温
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
青
春
佐
賀
総
体

の
『
爽さ
わ

や
か
な
風
』。
そ
し
て
、
甲
子
園
か
ら
吹

き
抜
け
た
『
感
動
の
風
』。
奇
跡
の
連
続
、
フ

ィ
ナ
ー
レ
を
劇
的
な
逆
転
満
塁
本
塁
打
で
飾
り
、

深
紅
の
大
優
勝
旗
を
つ
か
ん
だ
佐
賀
北
高
ナ
イ

ン
の
ひ
た
む
き
さ
、
粘
り
強
さ
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
姿
。
高
校
生
か
ら
大
切
な
こ
と
を
教
え

て
も
ら
い
、
清す

が
す
が々

し
い
夏
に
な
り
ま
し
た
。（
哲
）

夏・おんな・伊万里津




